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はじめに 
本稿は、サンスクリットとプラークリットの韻律学の流れをくむ初期ヒン

ディー韻律書に著された韻律計算の算数の項目を取り上げて解説するも

のである。 

初期のヒンディー韻律書の著者は冒頭の祝祷やパトロンの王たちの賛

美に続いて韻律数を導く方法とその図形を記しており、それらは序章のよ

うな位置づけになっている。ヒンディー韻律学者が中心的に議論するのは

各詩形の定義とその作例であるが、そもそも文学の詩論のひとつである韻

律書になぜ算数が含まれるのかという疑問がある。その算数は韻律の作例

に関係しないため、ヒンディーの詩論の研究で議論されることはほとんど

ない。しかしヒンディーの韻律学は、サンスクリットから続くインド古典

学の流れをくむもので、元をただせばインドの最初の韻律学者であるピン

ガラが数学者として認められていることに行き着く。彼がサンスクリット

のスートラで著した Chandaḥśāstra（紀元前 2-3 世紀ごろ？）には今日われ

われがパスカルの三角形として知る理論がすでに示されているからだ。し

かし同じ流れをくむとはいうものの、言語と時代に隔たりのあるサンスク

リットとヒンディー韻律では扱う内容に違いがある。ピンガラはサンスク

リット韻律を定義しており、これは音節の数をもとにしたもので、音節韻

律とよばれる。その後プラークリットとアパブランシャの時代にはモーラ

（拍）の数と脚韻をもとにしたモーラ韻律が用いられるようになり、15 世

紀ごろのプラークリットの詩論書 Prākta Paiṅgalam にはサンスクリット

の音節韻律とモーラ韻律の両方が記述されている。16 世紀以降に著される

ようになるヒンディー韻律書もこれを踏襲し、両方の韻律を記述している。 

なおヒンディーの韻律学は、ヒンドゥー藩王やムガル宮廷に召し抱えら

れた宮廷詩人によって担われた研究分野で、詩論（chanda śāstra）に含め

られる。ラサ論や修辞法、女性の描写などはヒンディーの詩論としてよく

知られる 1が、これらを論じた詩人たちが韻律学に通じそれを記述してい

ることについてはほとんど論じられてこなかった。なぜなら、暗号化され

                                                        
1 ムガル帝国期のヒンディーの宮廷詩人たちによる著作は Busch（2011）
に詳しい。 
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た専門用語による定義が難解であるからである。また、修辞法のように意

味に直接関連する文学分野と比べると、音やリズムを扱う韻律学は現代の

われわれの理解では言語学とも関わるのだが、文学といっても掴みどころ

がないとも思われがちである。そのなかでも算数の計算を扱った部分は、

明らかに文学ではない。 

筆者は詩論書の写本をインドで調査し、特に初期ヒンディー韻律書の校

訂と翻訳を行っているが、もっとも理解に苦しむのがこの算数の項目であ

る。韻律学者が算数を記述する必要があるのか、と韻律書にそれが存在す

ること自体を恨めしく思うほどであるが、当時の文学者の教養のひとつと

して算数の知識が求められていたことは容易に想像がつき、彼らの博識に

は頭が下がる。初期ヒンディー韻律書の算数の項目を写本から解説した研

究は日本では例がないため、これを叩き台として今後もひきつづき改定、

改良していく点をお許し願ったうえで、本稿を執筆する。 

 

Sukhdev Miśra と写本 Piṅgala 

ヒンディーの韻律学はおよそ 400 年の歴史を有する。最初にヒンディーの

韻律書を著したのは、オールチャーの宮廷詩人ケーシャヴダース(Keśavdās 

1555 – 1617)ともチンターマニ（Cintāmaṇi Tripāṭhī 17 c.）ともいわれている。

初期のヒンディーの韻律学者が定義する詩形や定義方法はそれぞれ異な

るが、時代をへてしだいに整備され、19 世紀末から 20 世紀初頭に Jagannāth 

Prasād “Bhānu”が著した Chandaḥprabhākara (1894)と Kāvya Prabhākara 
(1909) はもっとも完成したヒンディーの韻律書といえる。 

なお、ヒンディーの韻律書の写本は最初のサンスクリット韻律学者の名

にちなんで『ピンガラ Piṅgala』というタイトルを冠することが多い。本稿

で翻訳し解説する以下の算数は、Sukhdev Miśra による写本『ピンガラ

Piṅgala』から引用する。Sukhdev Miśra は 17 世紀後半に複数のヒンドゥー

藩王やムガル皇帝アウラングゼーブの大臣 Phāzil Alī に仕えた宮廷詩人であ

るが、彼の功績はヒンディーの当時の文語であるブラジ・バーシャーで韻

律書を著したことにあり、彼の韻律書のなかで Vr̥ttavicāra と Chando Nivāsa 
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Sāra と Phāzil Alī Prakāśa がよく知られている 2。彼は“Bhānu”以前にもっと

も活躍したヒンディーの韻律学者であったようで、その写本は北インド各

地に広まり、筆者も Sukhdev Miśra の Piṅgala という題の写本を複数発見し

ている。それらの Piṅgala 写本は、タイトルこそ異なるものの Vr̥ttavicāra

と酷似している。先述のとおり Piṅgala という題名は単に韻律書全般を指

す目的で付けられたものと考えられ、筆者の発見した Piṅgala 写本は

Vr̥ttavicāra であると言える。そのなかでもガヤ大学図書館所蔵とベナレス

の Nāgarī Pracāriṇī Sabhā の所蔵する写本は同一の系統であることが確認で

き、状態の良い完本であった 3。本稿で以下に引用するのはこの 2 写本を

基に筆者が書き起こしたものである。なお、ヒンディーの韻律の基本単位

は音節とモーラで、重音節は 2 モーラ、軽音節は 1 モーラに相当するため、

算数は音節とモーラに対しての 2 進法の組み合わせを定義している。すべ

て二行詩ドーハーを用いた韻文で、言語はブラジ・バーシャーである。 

 

 

韻律専門用語 

音節(varṇa) グル 重音節 =2 モーラ,  記号では ऽで表される。 
ラグ 軽音節 =1 モーラ,  記号では | で表される。 

ガナ(gaṇa) グルとラグの組み合わせ。 
モーラ 
(mātrā) 

拍。発音にかかる長さ。1 モーラと 2 モーラがある。 

 

sūcī 音節またはモーラの数ごとのグルとラグの組み合わせ（ガ

ナ）の数。 

prastāra 音節またはモーラの数ごとのグルとラグのガナの配列表。 
                                                        
2 Malhotrā (2005: 28-46)は、Sukhdev Miśra の作品として 13 著作を挙げてい

る。 
3 Vr̥ttavicāra には Sukhdev Miśra から 8 代目の子孫にあたる Durgā Śaṅkar 
Miśra による版があるが、完成の前に亡くなったために、家族が未完成の

原稿を自費出版したものである。誤りがあるため、本稿では参考にしてい

ない。なお筆者がラクナウの Miśra 家を訪れた際には、家族の所蔵する写

本を閲覧させていただいた。この場を借りてお礼申し上げる。 
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naṣṭa ある音節数またはモーラ数の中で〇番目のグルとラグの

配列を知る方法。 

uddiṣṭa グルとラグの配列がその音節数またはモーラ数の prastāra 

 の中で何番目であるかを知る方法。 

meru その音節数またはモーラ数のグルとラグの組み合わせの

数が何とおりあるかを示す表。 

patākā 各モーラまたは音節の prastāra のなかで、1 グル、2 グル

…を含むガナの番号を示す表。 

 

 

۞۞۞۞۞۞۞۞۞۞۞۞۞ 
 

モーラ（グルとラグ）の定義 
ग के कहै ग�ु जािनयै ल के कहै लघ ुजािन । 
यह सं�ा परगट करी िपंगल नाम वखािन ।। 
परुव जो संयोग के दीरघ िवंद ुसमेत । 
सो ग�ु वंक दमु� कल एकै लघ ु�रज ुदते ।।  
कह�ं चरन के अंत मे वरन लघो ग�ु होइ । 

ガ(ग)とはグル（重音節）、ラ(ल)とはラグ（軽音節）と知りなさい。 

この名称はピンガラがその名を語ったものである。 

子音連続の前の音節、長母音と鼻音はグルであり、曲がった記号(ऽ)を使

用し、2 モーラある。 

ラグは 1 モーラで、真っ直ぐの記号(|)を与える。 

チャラナ末の音節がラグでもグルとなることがある。 
 

【解説】 

この詩節は音節とモーラを定義している。 

音節をグル（重音節）とラグ（軽音節）に２分類し、グルには子音連続

の前の音節（長短を問わない）、長母音を伴う音節、鼻音を伴う音節があ

るとし、ラグは定義されていないが、その他のものとなる。 

また、グルは 2 モーラ、ラグは 1 モーラと同等とされている。 
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チャラナは一般に四半句を指し、行間の休止前と休止後の句になるが、

この詩節で指すチャラナ末は行末と考えられる。ヴェーダの時代から行末

は祝詞のように長く伸ばして朗誦してもよいとされているからである。 

 

prastāra－音節またはモーラの数ごとのグルとラグの配列表－ 
 

モーラの prastāra 
दहे� प्रथम ग�ु के तले लघ ुपिुन सम कल पांित । 
उवर ेलघ ुग�ु दीिजऐ सव लघ ुलौं या भांित ।। 

最初にグル、その下にラグを書く。それから同じモーラ数で列を作りなさい。 
すべてがラグになるまで、ラグとグルを置き換えなさい。 

 

音節の prastāra 
आिद वंक तर िवरज �रज ुपिुन सम क�रय िवचार ।  
उवर ेग�ु जौं लो सवल होंिह वरन प्रस्तार ।। 
तौ लो रचना क�िजऐ जौं लो सव लघ ुहोइ । 
इहै रीित प्रस्तार क� जाने िवरला कोइ ।। 

最初に曲がった記号（＝グル）、その下に真っ直ぐ（＝ラグ）をおき、それ以降は

このように考えて同じようになされるだろう。 

現れたすべてのグルがラグにかわるまで、音節の prastāra を作成しなさい。 

prastāra のこのような方法をわずかな者が知っている。 

 

【解説】 

prastāra は、音節またはモーラの数ごとのグルとラグの組み合わせ（ガナ）

の実例である（表 1）。 
音節の prastāra の１番目はすべてグルで、左端のグルの音節の下にはラ

グを書く。また、左端の音節では、網掛けで示したように、グルの下はラ

グに、その次はグルのように、交代に現れる。すべてラグのものが最後の

例となる。 
モーラの場合、偶数モーラの prastāra の１番目はすべてグルで、奇数モ

ーラの prastāra の１番目において左端はラグになる。 
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表１. prastāra 

 3 音節 4 音節 5 モーラ 6 モーラ 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 

ऽऽऽ 
|ऽऽ 
ऽ|ऽ 
||ऽ 
ऽऽ| 
|ऽ| 
ऽ|| 
||| 
 

ऽऽऽऽ 
| ऽऽऽ 
ऽ |ऽऽ 
| |ऽऽ 
ऽऽ|ऽ 
|ऽ|ऽ 
ऽ||ऽ 
|||ऽ 
ऽऽऽ| 
|ऽऽ| 
ऽ|ऽ| 
||ऽ| 
ऽऽ|| 
|ऽ|| 
ऽ||| 
|||| 

|ऽऽ 
ऽ|ऽ 
|||ऽ 
ऽऽ| 
||ऽ| 
|ऽ|| 
ऽ||| 
||||| 

ऽऽऽ 
||ऽऽ 
|ऽ|ऽ 
ऽ||ऽ 
||||ऽ 
|ऽऽ| 
ऽ|ऽ| 
|||ऽ| 
ऽऽ|| 
||ऽ|| 
|ऽ||| 
ऽ|||| 
|||||| 

 

また、その音節またはモーラ数ごとにグルとラグの組み合わせ総数が分

かる。Sukhdev Miśra は prastāra 内でガナ総数も示しているが、sūcī として

別に定義する韻律書も多い。ちなみに６モーラと６音節までのガナ総数

sūcī を表にすると以下のようになる。 

表２. ガナ総数 sūcī 

モーラまたは音節数 1 2 3 4 5 6 

モーラの sūcī 1 2 3 5 8 13 

音節の sūcī 2 4 8 16 32 64 

 

モーラのガナ総数は、前のふたつの数を足したもので、音節のガナ総数は

倍数になる。 
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naṣṭa－特定の音節数またはモーラ数の中で〇番目のグルとラグ

の配列を知る方法－ 
 

音節の naṣṭa 
न� वरण में भाग ुक�र सम भागिह लघ ुआिन । 
िवषम एक द ैभाग क�र पिुन तामें गरु जािन ।। 

音節の naṣṭa では 2 分の 1 にして偶数の場合はラグがくる。 

奇数の場合は 1 を足して 2 分の 1 にするが、そこにはグルがくると知れ。 

 
【解説】 
音節の naṣṭa では、「〇番目」という問の数が偶数の場合はラグ、奇数の場

合はグルを書く。次にその数を 2 分の１にするが、奇数の場合は 1 を足し

て割る。得られた答えが偶数の場合はラグを、奇数の場合はグルを書く。

以下同様に 2 で割っていき、奇数の場合は１を足して割り、「偶数ならば

ラグ、奇数ならばグルを書く」を繰り返す。 

例えば、4 音節の 10 番目のグルとラグの配列を知りたい場合、10 は偶

数なのでラグを書き、次に 2 で割ると 5 がえられる。5 は奇数なのでグル

を書き、それに 1 を足して 2 で割ると 3 がえられる。3 は奇数なのでグル

を書き、それに 1 を足して 2 で割ると 2 がえられる。2 は偶数なのでラグ

を書く。4 音節の 10 番目の配列は、|ऽऽ|である。 
  

問）4 音節の 10 番目のガナ（naṣṭa）を求めよ 

10  偶数→ラグ=| 

10÷2=5  奇数→グル=ऽ 

  (5+1)÷2=3 奇数→グル=ऽ 
  (3+1)÷2=2 偶数→ラグ=| 

答え)  |ऽऽ| 
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モーラの naṣṭa 
पूरव दूने अंक द ैिलिख सव कला वनाइ ।  
सेष अंक में प्रगट पिुन पूछे अंक िमटाइ ।।  
उवर ेअंक जो पिुन तहां ता नीचे क� म� । 
पर म�ा लै होइ ग�ु न� कहत अनरु� ।।  

前の 2 つの数を足し、すべてラグを書く。 

[総数から問の数を引いて]残った数から引ける数を問う。 

それから、残った数はその下のモーラをおろす。 

ほかのモーラと結びついてグルになると、愛好者は naṣṭa について語る。4 
 
【解説】 
 例として、5 モーラの 4 番目の配列を問う場合、次の順番で行う。 

1) ふたつずつ前の数を足し、1,2,3,5,8…（＝モーラのガナ総数 sūcī）

を書く。 

2) その下にはすべてラグの記号を書く。 

3) 5モーラの総数である 8から問の「4」の数を引くと 4になる。 

4) 4はここにはないが 1+3 で 4になるため、1と 3の下のラグの記号は

その次のラグ記号とあわせてグルに変わり、ほかはそのまま下におろ

す。 

答え) 5 モーラの 4 番目の配列は、ऽऽ|である。 

表３. 5モーラの 4番目の naṣṭa 

1) 1 2 3 5 8  

2) | | | | | 

 

| 

3) 8-4=4=1+3 

 

4) 

 

ऽ 

 

ऽ 

 

                                                        
4不明な点の多い詩句で、उवर ेअंक जो पिुन तहां ता नीचे क� म�（それから、残っ

た数はその下のモーラをおろす）と पर म�ा लै（ほかのモーラと結びついて）

は、Sukhdev Miśra が多くの場合記述内容を踏襲している Prākta Paiṅgalam 
のスートラを参考にして想像で訳した。 
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図 1. モーラの naṣṭa  (Gaya 写本 Piṅgala より) 
 

uddiṣṭa－グルとラグの配列がその音節数またはモーラ数の

Prastāra の中で何番目であるかを知る方法－ 
 

音節の uddiṣṭa 
दूने क्रम द ैअंक पिुन लघ ुअंकिन द ैएक । 
वरनन कों उिद� यों किववर कहत अनेक ।। 

数を順に２倍にしていく。それからラグの数とそれに１を足す。 

音節の uddiṣṭa をこのように優れた詩人はさまざまに 5語る。 

 

【解説】 

例えば、4 音節の ऽ|ऽ|の uddiṣṭa では、1248 という倍数の下にそのガナを書

く。ラグの上の数 2 と 8 を足してさらに 1 を足して得られる数 11 は、4 音

節の prastāra の中で 11 番目のガナであることを示している。 

 

1 2 4 8 

ऽ | ऽ | 

答え）2+8+1=11 11 番目 

 

                                                        
5 अनेक を「さまざまに」と副詞に訳したが、किववर にかける場合は「何人

かの優れた詩人」となる。また वरनन にかける場合は「さまざまな音節」

となる。意味上はどれも可能性があるが、uddiṣṭa の導き方にはほかの式も

あるため、「さまざまに」を採用した。 

←5モーラの 4番目の naṣṭa 

 

←8 モーラの 20 番目の

naṣṭa 
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モーラの uddiṣṭa 
पूरव दूने अंक द ैरचना करो िनशंक । 
सेष अंक में मेिटऐ गरु िसर के सव अंक ।। 
ितन में लीजै जािन जो रही अंक अविस� । 
कहत सकुिव या भांित सों म�ा को उिद� ।। 

前のふたつの数を足し、恐れなく作りなさい。 

残りの数ではグルの上のすべての数を引く。 

残った数がそこ（prastāra）に得られる。 

良き詩人はこのように語る、モーラの uddiṣṭa を。 

 

【解説】 

例えば、ऽ|ऽ|のガナが、６モーラの prastāra の中で何番目であるかを知りた

い場合、先述のモーラのガナ総数（＝sūcī）の 1,2,3,5,8…の数を 6 番目まで

ふっていくが、グルの記号は上下に数を書き、ラグでは上にだけ書く。グ

ルの上にある数を 6 モーラのガナ総数 13 から引く。 

13-(1+5)=7 

答えは 7 番目となる。先述の prastāra で確認すると解答のとおり、7 番目に

あることが分かる。 

 

1 3 5 13 

ऽ | ऽ | 
2  8  

 

meru－特定の音節数またはモーラ数のなかでグルとラグの組み

合わせが何とおりあるかを示す表－ 
 

音節の meru 
अ�र िगनती कोठ क�र आिद अंत प्रथमंक ।  
िसर द्वै अंकिन और भ�र यों क�र मे� िनसंक ।।  

音節数を数えて升目を作り、最初と最後に 1 の数を[入れる]。 

上のふたつの数を足してうめ、このように恐れなく meru を作りなさい。 
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【解説】 

今日パスカルの三角形とよばれるものである（表 4）。パスカル（17 世紀）

よりはるか以前にサンスクリットの韻律学者 Piṅgala が Chandaḥśāstra で定

義したものが、後世の注釈者によって以下の「メール山」だとされている。

Sukhdev Miśra は上記のようにブラジ・バーシャーで定義している。表 4

が示すように、両端は 1 で、それ以外は上の行の隣り合うふたつの数を足

した数である。 

表４. 音節の meru 

0   0     

1  1 1  

2  1 2 1 

3  1 3 3 1  

4 1 4 6 4 1 

5  1 5 10 10 5 1 

 

 一番上の行は 0 で以下各行は 1 音節、2 音節、3 音節…と音節数を示し

ている。左端の升目の 1 は、すべての音節がグルの場合であり、それが 1

とおりあることを示している。右に進むごとにグルがひとつずつ減ってい

く。例えば 3 音節の場合の 1,3,3,1 では、左端はすべてグルつまり ऽऽऽが 1

とおり、左から 2 番目の 3 はグルが 2 とラグが 1 の配列が 3 とおり(|ऽऽ, ऽ|ऽ, 

ऽऽ|)、3 番目はグルが 1 とラグが 2 の配列が 3 とおり(||ऽ, |ऽ|, ऽ||)、右端はす

べてラグ(|||)が 1 とおりあることを示している。 

 

 

図 2. モーラの Meru  (Gaya 写本 Piṅgala より) 

三 角 形 の 各 行 の 右 枠 外 の 数

2,4,8,16,32…は各音節のグルとラグの

ガナ総数（sūcī）で、各行の数をすべて

足したものである。左枠外の 1,2,3…は

その行のモーラ数を示している。 
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モーラの meru 
द्वै द्वै कोठा सम िलषह� ऐक अंक ता अंत । 
आिद ऐक एक वीच द ैगनती िलषह� अनंत ।।  
सीस अंक ता सीस के पर जगु अकं िमलाय । 
सूनो कोठा पू�रये म�मे� �ै जाय ।।  

2 行ずつ同じ升目を作り、１を最後（右端）に書く。 

1 行目の 1 を、その上の真ん中に書き、延々と計算を書きなさい。 

上の升とそのまた上の升のふたつの数を足す。 

空いている升をうめると、モーラの meru になる。 
 

【解説】 

上記の二行詩では分かりにくいが、上から順に下に 2 段ごとにひとつずつ

升目を増やしていく。1 番上の行は 1 段のみの升目で、1 を入れる。右端

には 1 を入れ、それぞれの１段目の左端にも 1 を入れる。 

 

 

図 3.音節の Meru  (Gaya 写本 Piṅgala より) 
 

それぞれの２段目の左端の数は真上の数とその右斜め上の数を足した

数を入れる。ほかの空いた升も同様に、真上の数とその右斜め上の升の合

計数になる。例えば、表 5 の網掛けの 10 は真上の 6 とその右斜め上の 4

の合計数である。 

meru にはピラミッド状のものと、以下のような三角形がある。 
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表５.  10 モーラの meru 

1  1 

1 1  2 

2 1  3 

1 3 1  4 

3 4 1  5 

1 6 5 1  6 

4 10 6 1  7 

 1 10 15 7 1  8 

5 20 21 8 1  9 

1 15 35 28 9 1 10 

ऽऽऽऽऽ  

||ऽऽऽऽ  

||||ऽऽऽ  

||||||ऽऽ  

||||||||ऽ  

||||||||||  

 

   

 枠外の右の数はモーラ数を示しており、最下段の数は 10 モーラのグル

とラグの組み合わせ数を示している。1、15、35、28、9、1 の数は、左端

から、すべてグルが 1 種類、つまりグル（2 モーラ）×5=ऽऽऽऽऽが１種類あ

ることを示す。そこから 1 グルを 2 ラグにひとつずつ置き換えていくと、

（グル 4+ラグ 2）は 15 とおり、（グル 3+ラグ 4）は 35 とおり、（グル 2+

ラグ 6）は 28 とおり、（グル 1+ラグ 8）は 9 とおり、（ラグ 10）は 1 とお

りとなる。つまり、左端の数はすべてグルの場合で右端の数はすべてラグ

の場合であり、両者とも当然１とおりしかないため、1 がくる。ちなみに

奇数モーラの場合はすべてグルになることはないため、左端に 1 がこない。 

 
 

patākā―各モーラまたは音節の prastāra のなかで、1 グル、2 グル

…を含むガナの番号を示す表― 
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モーラの patākā 
द ैउिदि� सम अंक पिुन सेष अंक में अंक । 
मेिट ऐक ऐके समिुझ इक गरु पांित िनसंक ।। 
सेष अंक मे मेिटए द्वै द्वै अंक िमलाय । 
यािह िविध पिुन तरुतही दै्व गरु पांित �ै जाइ ।। 
िमटै तीिन ितन अंक के होित तीिन ग�ु पांित । 
चौ गरु पांित चौ के िमटै औरो याही भांित ।। 

uddiṣṭa と同じ数を書く。次に数を引いていく。 

1 つずつ引くと、1 グルの行になると恐れなく理解しなさい。 

残りの数の中でふたつの数を足して引きなさい。 

この方法でまたすぐに 2 グルの行ができる。 

３つの数を[足して]引くと、3 グルの行になる。 

4 グルの行では 4 つの数を[足して]引き、ほかもこの方法で[しなさい]。 

 

【解説】 

patākā（旗）には、下になびく（伸びる）形状と横になびく形状がある。

下記表 6 の 8 モーラの patākā で説明すると、左端には uddiṣṭa の数、つま

り 1,2,3,5…. （＝sūcī）をモーラ数だけ書く。次に 1 つの数を引く列は、グ

ルがひとつ含まれるガナの番号を示している。導き方は左端の数の 34 か

ら順にその上の数を引いたものである（34-21, 34-13, 34-8…）。 

次に 2 つの数の合計を引く列は、グルが 2 つ含まれるものの番号を示し

ている。次のように数を 2 つ引いて導く。 

1+3=4,  34-4=30 

1+5=6,  34-6=28 

2+5=7,  34-7=27 

1+8=9,  34-9=25 

2+8=10, 34-10=24 

3+8=11, 34-11=23 

   （途中略） 

8+21=29,   34-29=5 

次に 3 つの数を引く列は、グルが 3 つ含まれるものの番号を示している。 

1+3+8=12,  34-12=12 



ヒンディー韻律書に著された算数 

89 
 

1+3+13=17,  34-17=17 

1+5+13=19, 34-19=15 

（途中略） 

3+8+21=32,  34-32=2 

34 まで同じ数があらわれることはなく、すべての数が出なければならな

い。一番下の 34 はすべてがラグのガナの番号である。この patākā に現れ

た番号は、先述の prastāra のなかの番号に対応している。 

 

表６. 8 モーラの patākā 

1 1       ←すべてグル 

2 22 17 15 14 9 7 6 4 3 2 
←3 つグル。3 つの数の合計

を引く列 

3           

5 30 28 27 25 24 23 20 19 16 12 10 8 5 
← 2 つ グ

ル。2 つ

の 数 の

合 計 を

引く列 8             

13 33 32 31 29 26 21 13 ←1 つグル。1 つの数を引く列 

21               

34 34       ←すべてラグ 

 

音節の patākā 
वरन पताका पिहल ही द ैउिद� सम अंक ।   
प�र अंकिन भ�रये वह��र लै पूरव के अंक ।।  
पिहलें ही जो पाइये तिजये तौने अकं ।  
क�र गनती प्रस्तार क� जािन लेह� क�र प्रीित ।।  

音節の patākā では、まず uddiṣṭa と同じ数を書く。 

前の数に次の数を足す。 

すでに出た数は捨てる。 
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prastāra の数え方を喜んで知りなさい。 

 

【解説】 

下表 7 の patākā は下になびく旗の形になっている。この図で説明すると、

最上段行に、1,2,4,8….と uddiṣṭa で得られた音節のガナ総数（＝sūcī）を書

く、その下の行には上の数とその左隣の数を足した数を書く。 

次に、上の数とそのさらに上の行の数を足す。それ以降の足し算は、そ

の列の１行目の数を左向きに足していくが、一度使った数はとばす。以下

に足し算の順番を記したが、上記の詩句の情報からでは不明な点が多く、

かなりの部分は推測によるものであることをお断りしておく 6。 

  

表７.  4 音節の patākā 

1 2 4 8 16 uddiṣṭa と同様に 1,2,3,8..と書く 

 3 6 12  上の行の数を足す。2+1, 4+2, 8+4 

5 7 14  前の行の数と 1 行目の数を足す。3+2, 6+1, 12+2  

9 10 15  5+1(6,7,8 はすでに出たので 9), 7+2 (9 はすでに出たので
10), 14+1 

 11   10+1  

13   11+2 

 
 

 

なお、この表で書かれた数が指すものは以下のとおりである。左端の 1

                                                        
6 Prākta Paiṅgalam の解説を参考にしたが、8,12,14,15 の列の求め方のみ記

しており、ほかの説明がなかった。音節の patākā については、Sukhdev Miśra
も Prākta Paiṅgalam もなお、Bhānu は全く異なる求め方を記している。

Bhānu によれば、1 グルの列は、一番上の行の数をひとつずつ総数である

16 から順に引いたものである。2 グルの列は、16 から一番上の行の数を 2
つずつ引いたものである（16-(1+2)=13 途中略 16-(4+8)=4）。3 グルの列は、

16 から一番上の行の数を 3 つずつ引いたものである（16-(1+2+4)=9 [途中

略] 16-(2+4+8)=2）。この式は、モーラの patākā と同じ方法であり合理的で

あるが、Sukhdev Miśra はこれに気づいていないようである。 

０
グ
ル 

１
グ
ル 

２
グ
ル 

３
グ
ル 

４
グ
ル 
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の数は（グル×4）で prastāra の第 1 番、左から 2 列目は（グル×3+ラグ×1）

で、第 2、3、5、9 番目、左から 3 列目は（グル×2+ラグ×2）で、第 4、6、

7、10、11、13 番目、第 4 列目は（グル×1+ラグ×3）で第 8、12、14、15

番目、右端は（ラグ×4）で第 16 番目であることを示す。 

 

markaṭī―音節またはモーラ数ごとのガナ総数等を示す表 
 

音節の markaṭī 
अ�र गणती कोठ क�र छप्पाती िवस्तार । 
पिहली पंगित वरण ध�र िद्वजी दगुनु िवचार ।।  
उप�र अंकिन गिुनत करी िलिखये चौथी पांित । 
चौथी क� आधी पंगित पचंई िलिख या भांित ।। 
सोई छठई पांित िमिल िलिखह� यािह भांित ।  
पचंई चौथी पंगित िमिल िलिखह� तीसरी पांित ।। 
आवत ही यह मरकटी िहय मे सखु सरसात । 
व�ृ भेद म�ा वरन ग�ु लघ ुजाने जात ।। 

数を数えて升目を作り、6行の表を作成しなさい。 

1行目には音節数、2行目には倍数を考えなさい。 

上の数をかけて、4行目に書きなさい。 

4行目の半分の数を5行目に書きなさい。 

6行目にもこのように書きなさい。 

4行目と5行目の数を足した数を3行目に書きなさい。 

心にこのmarkaṭīが浮かぶと、喜びとともに 

vttaとbhedaとmattāとvaranaとguruとraghuが理解される。 

 
【解説】 

この詩節を基にして5音節までを表にしたmarkaṭīは表8である。第１行は音

節数で、第2行のbhedaとは、各音節数のガナの総数（＝sūcī）である。第3

行のmattāは、各音節数のガナにあらわれたモーラの総数になる。第4行の

varanaは、音節数とそのなかでのガナの組み合わせの数をかけた数（この

表では１行目と2行目の数）である。第5行目と第6行目は各音節数のなか

でのグルとラグの出現する数をそれぞれ示している。 
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表８. 音節のmarkaṭī（5音節まで） 

1 vtta音節数 1 2 3 4 5 
2 bhedaガナ総数 2 4 8 16 32 
3 mattāモーラ総数 3 12 36 96 240 
4 varana音節総数（音節数×ガナ数） 2 8 24 64 160 
5 guruグルの数 1 4 12 32 80 
6 raghuラグの数 1 4 12 32 80 

 

 
図 4.音節の markaṭī  (Gaya 写本 Piṅgala より) 

 
モーラの markaṭī 

व�ृ स ुपिहली पांित िलिख दूजी मे प्रस्तार । 
तीजी मात्रा जािनये चौथी वरन िवचार ।।  
जािन लेह� ग�ु पांचई छटई में लघ ुआिन ।  
जािन लेत सव सकुिव यों म� मरकटी ठािन ।।  
म� वरण लघ ुकोठ�र भ�र इक इक गरु छंिड । 
इन ऊपर अंकिन वह��र लै तर कोठिन मंिड ।। 
आिद कमर् उिद�वी िवचै जो�र छह क�य । 
छ िशर पंच छह पंच चौ चा�र पांच ध�र तीय ।। 
लघ ुगरु हे या छेद में केितक पूछे कोइ । 
तौ त�ुरतिह मन मिुदत �ै छंद उठै ये सोइ ।। 
वरण मेिटये कलन में उवर ेतें गरु मािन । 
ितन तें न्यार ेऔर पिुन अ�र लघ ुक�र जािन ।। 

第 1 行に vtta を書き、第 2 行に prastāra、 

第 3 行にモーラと知りなさい。第 4 行には音節と考えなさい。 

第 5 行目にはグル、第 6 行目にはラグがくると知りなさい。 

良き詩人はこのようにモーラの markaṭīの作り方を知る。 

モーラ、音節、ラグの升にグルをとばして 1 をうめなさい。 
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これらの上の数を足して、下の升に入れなさい。 

最初の結果は uddiṣṭa の数と知り、間を足して６行[の升]を作りなさい。 

6 行目の[数と右]上の 5 行目[の数は同じであり]、6 行目と 5 行目を足したも

のが 4 行目になり、4 行目と５行目を足すと 3 行目になる 7。 

ラグとグルがこの bheda でいくつあるのかを誰かが尋ねると、 

すぐさま心は喜び、つぎの詩が浮かぶ。 

mattā から varana を引いてあらわれた数がグルと考え 
それをのぞいた他の音節はラグと知りなさい。 

 

【解説】 

モーラの markaṭīは次の表 9 のようになる。1 行目はモーラ数で、2 行目は

それぞれのモーラのガナ総数（=sūcī）である。3 行目はモーラ数とガナ数

をかけてえられるモーラ総数である。５行目の数（グルの数）は 3 行目の

数（モーラ総数）から 4 行目の数（音節総数）を引いている。6 行目の数

（ラグの数）は、4 行目の数（音節総数）から 5 行目の数（グルの数）を

引いた数である。 

 

表９. モーラの markaṭī（6 モーラまで） 
1 vttaモーラ数 1 2 3 4 5 6 
2 bhedaガナ総数 1 2 3 5 8 13 
3 mattāモーラ総数 1 4 9 20 40 78 
4 varana音節総数 1 3 7 15 30 58 
5 guruグルの数 0 1 2 5 10 20 
6 raghuラグの数 1 2 5 10 20 38 

 

                                                        
7 この一行の訳は不明な点が多いため、写本に描かれた表を参考に推測し

たものである。原文では、「6 の上に 5、6、5、4、5、3をとれ」となって

いる。 
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図 5.モーラの markaṭī  (Gaya 写本 Piṅgala より) 
 

結語 
以上、17 世紀末の宮廷詩人 Sukhdev Miśra の著した Piṅgala 写本から算数

の項目を抜き出し、解説を加えた。ブラジ・バーシャーの韻文によって記

された算数には説明が不足しており、理解不可能な部分が多い。ガヤ大学

の写本にはきちんと表が記されているが、Nāgarīpracāriṇī Sabhā の写本には

表が書かれず空欄になっている部分が多い。後で書こうとして忘れたのか、

書写者には数字の羅列された表の重要性が分からなかったために割愛さ

れたとも考えられる。だが、表を頼りに何とか意味を推測できるため、表

の有無は内容理解に大きな役割を果たしている。 

 なお、20 世紀初頭の Bhānu は同一の内容に対して Miśra とは異なる導き

方を二行詩で定義しており、定義方法の変化や妥当性の考察については今

後の課題としたい。 
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